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(1998) 北大文学部紀要 47-1

『
貝
あ
は
せ
』

覚
書

後

藤

康

文

本
稿
は
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
所
収
の
一
篇
『
員
あ
は
せ
』
を
と
り
あ
げ
て
、
従
来
の
注
釈
書
の
不
備
や
誤
り
等
を
い
く
つ
か
指
摘
し
、

い
さ
さ
か
の
卑
見
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
拙
稿
「
『
員
あ
は
せ
』
本
文
整
定
試
案
」
(
『
論
集
源
氏
物

157-

語
と
そ
の
前
後
5
』
新
典
社
、
平
六
・
五
)
の
続
編
に
あ
た
る
も
の
と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

『
堤
中
納
言
物
語
』
の
本
文
は
、
高
松
宮
家
蔵
本
(
池
田
利
夫
解
題
、
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
)
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
本
(
池

田
利
夫
解
説
、
笠
間
書
院
)
、
広
島
大
学
蔵
浅
野
家
旧
蔵
本
(
塚
原
鉄
雄
解
説
、
武
蔵
野
書
院
)
、
穂
久
週
文
庫
蔵
久
週
宮
旧
蔵
本
(
久
曾

神
昇
解
題
、
汲
古
書
院
)
、
吉
田
幸
一
氏
蔵
平
瀬
家
旧
蔵
本
(
吉
田
幸
一
解
題
、
古
典
文
庫
)
、
桃
園
文
庫
蔵
島
原
本
(
寺
本
直
彦
解
題
、

東
海
大
学
出
版
会
)
、
桃
園
文
庫
蔵
榊
原
本
(
同
上
)
、
三
手
文
庫
蔵
今
井
似
閑
自
筆
本
(
塚
原
鉄
雄
・
神
尾
暢
子
校
注
、
新
典
社
)
の
八

本
を
参
照
し
、
適
当
と
思
わ
れ
る
か
た
ち
で
引
用
し
た
(
頁
・
行
数
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
最
後
に
あ
げ
た
新
典
社
本
の
も

の
を
掲
げ
た
が
、
特
別
な
意
味
は
な
い
)
。

ま
た
、
今
回
参
照
あ
る
い
は
引
用
し
た
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
注
釈
書
そ
の
他
と
稿
中
に
お
け
る
略
称
は
以
下
の
と
お
り
。



『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

-
久
松
潜
一

『校註堤中納言物語』(明治書院、昭一二)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『校註』

-
清
水
泰
『
増
訂
堤
中
納
言
物
語
評
釈
』
(
立
命
館
出
版
部
、
昭
九
γ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『評釈』

-
佐
伯
梅
友
『
新
註
国
文
学
叢
書
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
講
談
社
、
昭
二
四
)
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
-
J
J
・-
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
『
新
註
』

-
松
村
誠
一

『
日
本
古
典
全
書
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
朝
日
新
聞
社
、
昭
二
六
)
:
:
・
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
j
i
-
-
『
全
書
』

-
吉
津
義
則
監
修
『
堤
中
納
言
物
語
新
講
』
(
藤
谷
崇
文
館
、
昭
二
七
γ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『新講』

・
上
回
年
夫
『
堤
中
納
言
物
語
新
釈
』
(
白
楊
社
、
昭
二
九
)
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
上
田
『
新
釈
』

・
佐
伯
梅
友
・
藤
森
朋
夫
『
堤
中
納
言
物
語
新
釈
』
(
明
治
書
院
、
昭
三
二

:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
・
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』

158 

-
寺
本
直
彦
『
日
本
古
典
文
学
大
系
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
岩
波
書
底
、
昭
三
二
)
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・j
i
-
-
-
:
:
j
i
-
-
-
『
大
系
』

・
山
岸
徳
平
『
堤
中
納
言
物
語
全
註
解
』
(
有
精
堂
、
昭
三
七
γ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『全註解』

・
松
尾
聡
『
堤
中
納
言
物
語
全
釈
』
(
笠
間
書
院
、
昭
四
六
γ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・『全釈』

-
稲
賀
敬
一
一
『
日
本
古
典
文
学
全
集
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
小
学
館
、
昭
四
七
)
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
:
:
『
全
集
』

・
土
岐
武
治
『
堤
中
納
言
物
語
の
注
釈
的
研
究
』
(
風
間
書
房
、
昭
五
一
)
:
:
:
:
・
:
:
j
i
-
-
・:
:
:
:
:
j
i
-
-
・
:
:
:
『
注
釈
的
研
究
』

-
池
田
利
夫
『
旺
文
社
文
庫
・
現
代
語
訳
対
照
堤
中
納
言
物
語
』
(
旺
文
社
、
昭
五
四
)
j
i
-
-
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:
:
『
対
照
』

・
三
角
洋
一
『
講
談
社
学
術
文
庫
・
堤
中
納
言
物
語
全
訳
注
』
(
講
談
社
、
昭
五
六
)
:
:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
-
J
J
・
-
:
:
『
全
訳
注
』

・
塚
原
鉄
雄
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
新
潮
社
、
昭
五
八
)
・
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
-
J
J
・-
-
j
i
-
-
:
・
:
『
集
成
』

-
稲
賀
敬
二
『
完
訳
日
本
の
古
典
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
小
学
館
、
昭
六
二
)
:
:
:
:
:
・
j
i
-
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
『
完
訳
』

-
大
槻
修
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・
堤
中
納
言
物
語
』
(
岩
波
書
庖
、
平
四
)
・
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
・
:
『
新
大
系
』



-
土
岐
武
治
『
堤
中
納
言
物
語
・
校
本
及
び
総
索
引
』
(
風
間
書
房
、
昭
四
五

)
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
-
j
i
-
-
・:
:
j
i
-
-
『
校
本
』

な
お
、
各
種
散
文
文
献
の
引
用
は
各
々
所
掲
の
書
物
に
基
づ
い
た
が
、
い
ず
れ
も
漢
字
・
仮
名
づ
か
い
等
の
表
記
を
適
宜
改
め
て
あ
る
。

い
と
好
ま
し
げ
な
る
童
べ
四
五
人
ば
か
り
走
り
ち
が
ひ
、
小
舎
人
童
、
男
な
ど
、
を
か
し
げ
な
る
こ
わ
ら
は
や
う
の
も
の
を
さ
さ
げ
、

を
か
し
き
文
、
袖
の
上
に
う
ち
置
き
て
、
出
で
入
る
家
あ
り
。

(
P
7
0
L
4
1
P
7
1
L
1
)
 

色
好
み
の
時
空
を
通
り
過
ぎ
た
蔵
人
の
少
将
は
、
や
が
て
子
供
た
ち
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
が
こ
の
情
景
で
あ
る
が
、
手
は
じ
め
に
、
右
傍
線
部
本
文
の
処
理
に
つ
い
て
考
え
て
お
く
と
し
よ
う
。

こ
こ
に
は
従
来
、
例
「
小
箱
L

説
(
『
校
註
』
/
『
評
釈
』
/
『
新
註
』
/
『
全
書
』
/
『
新
講
』
/
上
田
『
新
釈
』
/
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
/
『
全

註
解
』
/
『
全
釈
』
)
と
、
制
「
小
破
子
」
説
(
『
大
系
』
/
『
全
集
』
/
『
注
釈
的
研
究
』
/
『
対
照
』
/
『
全
訳
注
』
/
『
集
成
』
/
『
完
訳
』
/
『
新
大

の
両
説
が
あ
っ
て
、
ご
覧
の
と
お
り
、
近
年
で
は

ω説
の
方
が
通
説
化
し
て
き
で
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
根
拠
は
と
い
え
ば
、

系
』
)O

底
本
ほ
か
諸
本
大
部
分
「
こ
わ
ら
は
」
、

二
一
「
こ
わ
り
こ
」
、
神
・
河
「
こ
れ
り
こ
」
(
河
、
「
小
破
子
L

と
傍
記
)
(
函
「
こ
わ
ら
は
」

の
「
ら
し
の
右
に
「
り
」
と
朱
書
し
、
「
龍
破
子
」
と
朱
傍
記
)
、
信
本
校
異
(
明
静
院
本
)
寸
こ
れ
か
こ
」
、
信
本
校
異
一
本
(
山
岡

明
阿
本
)
「
こ
は
こ
L

。
下
文
に
「
て
ご
と
に
小
箱
に
入
れ
L

、
河
内
本
源
氏
、
帯
木
に
「
な
に
く
れ
の
こ
ば
こ
ゃ
う
の
物
は
」
な
ど
あ

北
大
文
学
部
紀
要
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『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

り
、
「
小
箱
L

説
は
有
力
だ
が
、
伝
本
上
は
信
本
校
異
(
池
田
本
、
「
こ
わ
ら
は
」

の
本
文
に
「
こ
は
こ
撒
」
と
傍
記
)

に
見
え
る
程

度
で
疑
わ
し
い
。
諸
本
「
こ
わ
ら
は
」
と
四
字
で
、

か
つ
「
わ
L

と
あ
っ
て
「
は
L

と
な
い
点
、
「
こ
わ
り
ご
」
と
み
る
べ
き
か
。

(
『
大
系
』
・
補
注
)

と
い
う
程
度
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
た
し
か
に
、
三
手
文
庫
本
に
「
こ
わ
り
こ
(
己
和
里
己
)
」
と
あ
る
点
は
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

「
伝
本
上
」
の
問
題
云
々
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
し
ょ
せ
ん
「
こ
は
こ
」
と
五
十
歩
百
歩
な
の
だ
し
、
字
数
が
「
四
字
」
で
あ
り
表
記
が

「
わ
」
で
あ
る
現
状
も
、
こ
と
の
本
質
を
決
定
的
に
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
不
思
議
で
な
ら
な
い
の
は
、
川
w
説

を
採
る
諸
注
の
「
小
破
子
L

に
関
す
る
注
釈
の
実
態
で
、

O
底
本
「
こ
わ
ら
は
L

。
「
小
破
子
L

、
「
寵
・
破
子
」
、
あ
る
い
は
「
こ
ば
こ
」
の
誤
写
と
も
。
あ
る
い
は
桧
破
子
(
ひ
わ
り
ご
)

か
。
破

子
は
内
部
に
仕
切
り
の
あ
る
弁
当
箱
。

(
『
全
集
』
・
頭
注
)

O
底
本
「
こ
わ
ら
は
L

と
あ
る
の
を
改
め
た
。
「
こ
わ
り
こ
」
と
あ
る
伝
本
も
あ
り
「
こ
は
こ
」
と
い
う
本
文
も
あ
る
。

い
ず
れ
も
小
箱

の
意
で
、
破
子
は
仕
切
り
の
あ
る
白
木
製
の
食
器
。
食
物
の
ほ
か
、
も
の
入
れ
に
も
用
い
た
ら
し
い
。

(
『
対
照
』
・
脚
注
)

。
寸
破
子
L

は
、
内
部
に
仕
切
り
の
あ
る
弁
当
箱
。

(
『
集
成
』
・
頭
注
)

O
中
に
仕
切
り
の
あ
る
白
木
製
の
食
器
。
底
本
「
こ
わ
ら
は
し
。
「
こ
は
こ
L

「
こ
は
り
こ
」
な
ど
異
文
が
多
い
。

(
『
新
大
系
』
・
脚
注
)

な
ど
と
、

の
説
明
を
し
て
お
茶
を
濁
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
実
「
破
子
」

-160 



わ
り
ご
の
小
な
る
も
の
。
わ
り
ご
は
、
食
物
を
入
れ
る
器
、
破
子
で
あ
る
。

O
小
型
の
、
中
に
仕
切
り
の
あ
る
弁
当
箱
。
小
さ
め
の
重
箱
。

O
こ
わ
り
ご
は
、

(
『
注
釈
的
研
究
』
・
語
釈
)

(
『
全
訳
注
』
・
注
)

O
内
に
仕
切
り
の
あ
る
小
型
の
食
器
。

(
『
完
訳
』
・
脚
注
)

と
、
か
ろ
う
じ
て
寸
小
破
子
L

の
説
明
た
り
え
て
い
る
か
に
み
え
る
も
の
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
用
例
は
い
っ
さ
い
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
の
だ
。

一
般
論
に
な
る
が
、
注
釈
書
が
こ
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
部
分
の
注
は
た
い
て
い
あ
や
し
い
と
思
つ

て
よ
い
。
当
面
の
ケ

l
ス
に
つ
い
て
い
う
な
ら
、

ま
ず
「
小
破
子
」
な
る
容
器
が
当
時
ほ
ん
と
う
に
実
在
し
た
の
か
ど
う
か
、

そ
の
占
小
か

も
し
万
が
一
、
「
小
破
子
L

が
そ
の
こ
ろ
普
通
に
用
い
ら
れ
た
日
用
品
だ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ

161-

ら
し
て
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
の
で
あ
る

容
器
の
存
在
を
他
に
知
ら
な
い
)
。
ま
た
、

(
少
な
く
と
も
筆
者
は
、
寸
破
子
」
に
対
す
る
寸
大
破
子
」
は
知
っ
て
い
て
も
、
「
小
破
子
」
な
る

れ
た
と
し
て
も
、
「
こ
わ
り
こ
」
か
ら
「
こ
わ
ら
は
L

へ
と
い
う
本
文
転
詑
の
想
定
に
は
や
や
む
り
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
点
で
、
か
つ
て
の
例
説
が
今
時
の
例
説
に
勝
っ
て
い
る
の
は
明
ら
か
だ
。
原
形
が
「
小
箱
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
じ
た
い

が
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
器
物
の
名
称
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
『
全
釈
』
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
「
こ
は
こ
(
古
)
」
か
ら
「
こ
は
ら
は
(
良
八
)
」

へ
、
そ
し
て
「
は
」
と
「
わ
」
の
交
替
、

と
い
う
誤
写
過
程
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
認
め
て
よ
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
に
名
案
が
な
い
現
在
、

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
「
小
箱
」
説
の
復
権
を
唱
え
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
、

つ
づ
く
「
を
か
し
き
文
」
を
「
袖
の
上
に
う
ち
置
L

く
と
い
う
表
現
に
も
、

一
度
は
疑
義
を
呈
し
て
お
く
必

要
が
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
今
回
参
照
し
た
諸
注
の
う
ち
こ
の
部
分
の
具
体
的
状
態
に
言
及
し
た
も
の
は
、

わ
ず
か
に
次
の
三
書
の
み

北
大
文
学
部
紀
要



『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

で
あ
っ
た
。

O
右
手
(
又
は
左
手
)

に
持
っ
て
、
左
手
(
又
は
右
手
)

の
前
腕
の
上
に
軽
く
置
く
形
で
あ
る
。

(
『
全
註
解
』
・
語
釈
語
法
)

O
袖
の
中
に
入
れ
た
手
で
袖
の
上
の
手
紙
を
お
さ
え
、
袖
で
か
ば
う
よ
う
に
た
い
せ
つ
そ
う
に
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
『
全
訳
注
』
・
注
)

O
大
切
そ
う
に
捧
げ
持
つ
様
。

(
『
完
訳
』
・
脚
注
)

い
の
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、

そ
こ
で
多
少
気
に
か
か
る
の
は
、
「
う
ち
置
く
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
こ
の
こ
と
ば
の
性
質
上

『
完
訳
』
の
注
は
必
ず
し
も
「
具
体
的
状
態
」
の
説
明
と
は
い
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
、
右
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
理
解
に
し
た
が
っ
て
よ

「
を
か
し
き
文
」
は
完
全
に
人
の
「
手
L

か
ら
離
れ
た
状
態
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
も
し
そ
う
だ

と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
は
「
小
舎
人
童
L

や
寸
男
」
が
片
方
の
袖
を
両
手
の
聞
に
渡
し
持
ち
、

そ
の
上
に
手
紙
を
載
せ
て
運
ん
だ
と
考
え

る
よ
り
ほ
か
に
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
実
際
問
題
と
し
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
手
紙
の
運
搬
方
法
が
当
時

一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
少
々
考
え
に
く
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
な
る
と
、
「
を
か
し
き
文
L

は
「
を
か
し
げ
な
る
小
箱
ゃ
う
の
も

の
」
の
上
に
「
う
ち
置
」
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
、
す
な
わ
ち
、
「
は
こ
(
盤
己
)
」
↓
「
そ
て
(
曽
天
)

L

、
「
ふ
た
(
不
多
)

L

↓
「
そ
て
(
所
天
)
L

と
い
っ
た
誤
写
や
、
「
そ
て
し
の
「
て
」
を
桁
字
と
み
て
原
形
を
「
そ
の
上
に
」
と
想
定
す
る
な
ど
の
本
文
改
訂
案
が

脳
裏
を
駆
け
め
ぐ
る
の
だ
が
、
今
は
決
定
的
な
こ
と
を
い
う
材
料
が
な
い
の
で
そ
れ
は
さ
し
控
え
、
諸
賢
に
対
し
て
疑
問
を
投
げ
か
け
て

お
く
に
と
ど
め
る
。



こ
の
姫
君
と
、
①
上
と
の
御
方
の
姫
君
と
、
「
貝
あ
は
せ
せ
さ
せ
給
は
む
L

と
て
、
月
ご
ろ
い
み
じ
く
集
め
さ
せ
給
ふ
に
、
あ
な
た
の

御
方
は
、
大
輔
の
君
、
侍
従
の
君
②
と
員
あ
は
せ
せ
さ
せ
給
は
む
と
て
、

い
み
じ
く
求
め
さ
せ
給
ふ
な
り
。

(
P
7
3
L
3
1
P
7
4
L
1
)
 

「
私
を
信
用
し
て
く
れ
る
な
ら
、

き
っ
と
い
い
こ
と
が
あ
る
よ
L

と
い
う
蔵
人
の
少
将
の
こ
と
ば
に
ぴ
た
り
と
足
を
止
め
た
女
童
は
、
忙

は
じ
め
に
、
傍
線
部
①
。
こ
の
箇
所
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
本
文
を
「
上
、
外
の
御
方
の
姫
君
」
と
し
っ
母
上
が
、
外
(
違
う
)
御
方

の
姫
君
、
即
ち
、
異
母
姉
妹
に
な
る
姫
君
L

と
解
す
る
説
(
『
全
註
解
』
)
、
同
様
に
、
本
文
を
「
上
、
と
の
御
方
の
姫
君
」
と
し
「
母
上
が
、
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し
く
し
て
い
る
事
情
を
彼
に
う
ち
明
け
る
。
こ
こ
に
は
、
本
文
整
定
上
の
問
題
が
二
点
。

の
誤
写
と
み
て
「
今
の
北
の
方
の
姫
君
L

の
意
に
解
す
る
説

と
い
っ
た
異
見
も
あ
っ
た
が
、
従
来
の
大
勢
は
、
「
上
と
」
の
「
と
」
を
街
字
と
判
断
し
て
事
実
上
削
除
す
る
方
向

に
あ
り
、
結
論
を
い
え
ば
、
こ
の
考
え
方
で
基
本
的
に
は
よ
い
。
「
と
し
が
混
入
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
、
例
「
う
へ
」
と
い
う

仮
名
表
記
の
横
に
漢
字
で
「
上
」
と
注
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
上
」
と
寸
止
L

の
草
体
の
相
似
が
原
因
と
な
っ
て
仮
名
の
「
と
」
に
読

別
の
御
方
の
姫
君
」
と
解
す
る
説
(
『
集
成
』
)
、

ま
た
、
「
上
と
」
を
「
今
L

(
『
全
集
』
/
『
完
訳
』
)

み
誤
ら
れ
本
文
化
し
た
、
制
後
文
で
こ
の
姫
君
の
こ
と
が
「
東
の
御
方
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
、
寸
う
へ
」
の
横
に
「
東
欺
L

と
さ
か
し

ら
に
施
さ
れ
た
傍
記
が
仮
名
の
「
と
」
に
誤
ら
れ
て
本
文
化
し
た
、
な
ど
の
ケ
1
ス
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
想
定
可
能
だ
ろ
う
。

北
大
文
学
部
紀
要



守
貝
あ
は
せ
』
覚
書

た
だ
し
、
こ
の
〈
通
説
〉
を
解
釈
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
下
位
分
類
し
て
み
る
と
、
実
は
、

A
H
「
奥
様
の
方
の
姫
様
」
(
『
新
講
』
)
、
「
北
の
方
の
御
方
の
姫
君
L

(

佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)
、
「
奥
方
の
お
所
の
姫
君
」
(
『
大
系
』
)
、

「
奥
方
の
方
の
姫
君
」
(
『
全
釈
』
)
、
「
北
の
方
と
お
住
ひ
の
姫
君
」
(
『
注
釈
的
研
究
』
)
等
、
「
御
方
」
を
寸
上
」
の
居
所
と
み
る
(
あ

る
い
は
そ
う
み
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
)
、
グ
ル
ー
プ
。

B
H
「
本
妻
で
あ
る
方
の
姫
君
」
(
『
評
釈
』
)
、
「
北
の
方
の
姫
君
」
(
『
新
註
』
/
上
回
『
新
釈
』
/
『
対
照
』
)
、
「
今
の
北
の
方
の
姫
君
」
(
『
全

訳
注
』
)
、
「
上
の
御
方
(
本
妻
の
方
)

の
姫
君
」
(
『
新
大
系
』
)
等
、
「
御
方
」
を
「
上
」
の
敬
称
と
み
る
、
グ
ル
ー
プ
。

の
二
様
に
分
か
れ
て
お
り
、
今
は
両
者
の
う
ち
B
説
の
み
を
正
解
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

A
説
の
よ
う
に
、
「
御
方
」
を
「
上
」

の
住
ま
い
の
意
味
に
と
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
当
然
寝
殿
の
母
屋
を
指
す
は
ず
で
あ
っ
て
、
「
姫
君
」
も
ま
た
そ
こ
に
起
居
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
が
、
こ
の
寸
姫
君
」
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
後
に
「
東
の
御
方
し
と
称
さ
れ
、
東
の
対
屋
に
住
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
す
る

そ
こ
に
決
定
的
な
矛
盾
が
生
じ
る
か
ら
だ
。
当
面
の
「
上
の
御
方
」
が
、
次
に
引
用
す
る
の
諸
例
に
同
じ
く
、
こ
の
単
位
で
も
つ

わ
げ
で
、

て
「
奥
方
様
L

「
北
の
方
様
」
の
意
を
表
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

-
方
々
の
副
車
、
上
の
御
方
の
五
つ
、
女
御
殿
の
五
つ
、
明
石
の
御
あ
か
れ
の
三
つ
、
日
も
あ
や
に
飾
り
た
る
装
束
あ
り
さ
ま
、

しE

J¥ 

ば
さ
ら
な
り
。

(
『
源
氏
物
語
』
若
菜
下
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集
ー

ω・
P
1
6
2
)

-
ま
た
、
関
白
殿
(
H
頼
通
)

よ
ろ
づ
あ
つ
か
ひ
聞
え
給
ふ
。
若
く
お
は
し
つ
れ
ど
、
御

ぞ
、
上
の
御
方
(
リ
隆
姫
)

の
ゆ
か
り
に
、
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心
の
い
と
あ
り
が
た
く
、

め
で
た
く
お
は
し
つ
る
あ
り
さ
ま
に
、

ゆ
ゆ
し
き
ま
で

か
く
上
の
御
方
の
ゆ
か
り
と
は
い
ひ
な
が
ら
も
、

お
ぼ
し
あ
っ
か
は
せ
給
ふ
に
な
ん
。

(
『
栄
花
物
語
』
巻
第
十
四
・
浅
緑
/
日
本
古
典
文
学
大
系
i
上
・

P
4
3
1
)

-
こ
れ
を
お
ろ
か
に
思
ひ
て
、
宮
々

(
H
彰
子
・
折
子
・
威
子
・
嬉
子
)
に
聞
え
さ
せ
ず
な
り
に
け
る
こ
と
を
、
殿
の
御
前

(
H
道
長
)

に
も
、
上
の
御
方

(
H
倫
子
)

(
同
巻
第
十
六
・
本
の
雫
/
同
下
・

P
5
2
)

に
も
、

か
へ
す
が
へ
す
口
惜
し
が
ら
せ
給
ふ
。

と
こ
ろ
で
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
は
、
「
上
の
御
方
」
の
見
出
し
を
立
て
て
「
北
方
の
敬
称
」
と
説
明
し
た
あ
と
、

①
上
の
御
方
に
は
、
御
簾
の
前
に
だ
に
、
も
の
近
う
も
も
て
な
し
給
は
ず
。

(
『
源
氏
物
語
』
少
女
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
5
5
)

②
上
の
御
方
の
女
房
、
出
で
ゐ
て
も
の
見
る
に
、

ま
づ
そ
れ
を
ば
見
で
、
コ
」
の
人
を
見
む
」
と
穴
を
あ
け
さ
わ
ぐ
ぞ
、

い
と
さ
ま
あ
し

き
や
。

(
『
和
泉
式
部
日
記
』
/
日
本
古
典
文
学
全
集
・

P
1
4
8
)

の
二
例
を
そ
の
根
拠
に
あ
げ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
社
撰
な
用
例
の
選
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。
①
は
紫
の
上
の
部
屋
を
、

②
は
敦
道
親
王
の
北
の
方
の
居
所
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

さ
て
、
次
は
傍
線
部
②
。
こ
こ
の
「
員
あ
は
せ
せ
さ
せ
給
む
と
て
L

に
関
し
て
は
従
来
、
寸
故
藤
岡
博
士
は
、
「
街
ナ
ル
ニ
近
シ
L

と
い

う
て
ゐ
る
L

(

『
評
釈
』
・
語
釈
)
、
「
街
文
で
あ
ら
う
L

(

『
全
室
閏
』
・
頭
註
)
、
「
前
の
が
重
複
し
て
書
き
こ
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
除
く
べ
き

で
あ
る
」
(
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
・
語
釈
文
法
)
、
「
同
一
文
節
が
直
前
に
も
あ
り
、
街
文
か
」
(
『
対
照
』
・
脚
注
)
、
寸
街
文
か
」
(
『
新
大
系
』
・

北
大
文
学
部
紀
要
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『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

脚
注
)
と
い
っ
た
見
方
が
有
力
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
に
判
定
す
べ
き
こ
と
論
を
侯
た
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
「
術
文
」
の
具
体
的
な
発

ま
た
、

生
過
程
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
説
明
を
加
え
て
い
る
の
は
わ
ず
か
に
『
全
釈
』

の
み
で
、
「
注
」
に
お
い
て
、

O
「
員
合
せ
せ
さ
せ
給
は
む
と
て
」
は
恐
ら
く
は
桁
で
あ
ろ
う
。
書
写
者
が
「
大
輔
の
君
・
侍
従
の
君
と
」
と
書
き
さ
し
た
後
で
、
前
の

「
こ
の
姫
君
と
上
と
の
御
方
の
姫
君
と
」
に
目
う
つ
り
し
て
「
貝
合
せ
せ
さ
せ
給
は
む
と
て
」
と
書
き
つ
い
で
し
ま
っ
て
、
や
が
て
気

が
つ
い
て
、

そ
の
街
字
の
部
分
に
見
せ
消
ち
(
中
略
)
な
ど
を
ほ
ど
こ
し
た
の
を
、

そ
の
本
を
更
に
書
き
写
し
た
人
が
見
せ
消
ち
を

見
落
し
て
写
し
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
よ
う
な
臆
測
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
大
筋
に
お
い
て
こ
の
「
臆
測
」
は
当
た
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
私
見
は
多
少
異
な
っ
て
い
て
、
街
字
の
範
囲

に
直
前
の
「
と
」
の
字
を
含
め
る
、
す
な
わ
ち
傍
線
部
②
全
体
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
た
い
。
と
い
う
の
も
、
「
貝
あ
は
せ
せ
さ
せ
給

は
む
と
て
」
だ
け
を
取
り
去
っ
た
場
合
、
残
る
文
章
が
「
あ
な
た
の
御
方
は
、
大
輔
の
君
、
侍
従
の
君
と
、

い
み
じ
く
求
め
さ
せ
給
ふ
な

り
」
で
は
、

い
さ
さ
か
落
ち
着
き
が
悪
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
格
助
詞
「
と
し
は
こ
の
さ
い
不
用
で
は
な
い

の
か
、

と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
姫
君
」
の
「
君
」
と
「
侍
従
の
君
」
の
「
君
」
と
の
目
移
り
を
考
え
て
、
街
文
の
発

生
過
程
を
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
お
き
た
い

(
も
っ
と
も
、

そ
の
字
数
か
ら
判
断
す
る
に
、
丸
々
一
行
分
と
い
う
よ
り
も
実
際
に

は
部
分
的
術
文
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
か
も
知
れ
な
い
が
)
。
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⑤ ④③月 ②①  
しユ た と・
み の 比か . 
じ 御方 い ひ

. 
く み あ . 
も lま しは . 
と た せ . 
め いあ 】為 . 
さ ふつさ . 
せ のめせ . 
給 君さ給 . 
な しせは . 
り 〉 給ん . 
. つ と ひ. 

の あ て園め. 園な

ふ

①
-
-
-
-
-
-
-
-
-
・
・
・
ひ
め
君

②
と
か
ひ
あ
は
せ
〉
さ
せ
給
は
ん
と
て

③
月
比
い
み
し
く
あ
つ
め
さ
せ
給
に
あ
な

④
た
の
御
方
は
た
い
ふ
の
君
し
〉
う
の
君

②
と
か
ひ
あ
は
せ
〉
さ
せ
給
は
ん
と
て

⑤
い
み
し
く
も
と
め
さ
せ
給
な
り
・

.

.
 

以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、

は
じ
め
の
引
用
本
文
は
、
結
局
次
の
よ
う
な
か
た
ち
に
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

167-

い
み
じ
く
求
め
さ
せ
給
ふ
な
り
。

。
こ
の
姫
君
と
、
上
の
御
方
の
姫
君
と
、
「
貝
あ
は
せ
せ
さ
せ
給
は
む
」
と
て
、
月
ご
ろ
い
み
じ
く
集
め
さ
せ
給
ふ
に
、
あ
な
た
の
御
方

は
、
大
輔
の
君
、
侍
従
の
君
、

も
の
ぐ
る
ほ
し
。
ま
ろ
は
、

さ
ら
に
も
の
い
は
ぬ
人
ぞ
よ
。
た
だ
、
人
に
勝
た
せ
奉
ら
む
勝
た
せ
奉
ら
じ
は
、
心
ぞ
よ
。

北
大
文
学
部
紀
要

い
か
な
る



『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

に
か
ひ
と
も
の
ふ
ち
。

(
P
7
4
L
8
1
P
7
5
L
3
)
 

女
童
に
垣
間
見
の
算
段
を
決
意
さ
せ
た
少
将
の
台
詞
だ
が
、
傍
線
部
分
は
、
出
来
れ
ば
今
回
も
避
け
て
通
り
た
か
っ
た
難
解
本
文
だ
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
試
解
が
提
示
さ
れ
て
は
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
な
る
ほ
ど
と
喰
ら
せ
る
ほ
ど
の
強
い

説
得
力
を
も
つ
も
の
が
皆
無
で
あ
る
ば
か
り
か
、
率
直
に
い
っ
て
、
寸
専
門
家
」
に
し
て
こ
の
あ
り
さ
ま
か
と
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
る
処
理
が

ほ
と
ん
ど
な
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、

そ
れ
ほ
ど
に
こ
こ
は
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
今
後
も
決
定
的
な
解
釈
を
得
る
こ
と
は

不
可
能
に
近
い
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
確
実
に
い
え
る
こ
と
が
最
低
限
ふ
た
つ
あ
る
。

ひ
と
つ
は
、
こ
の
本
文
を
「
い
か
な
る
に
か
」
で
区
切
り
、
「
ド
ウ
イ
ウ
ワ

ケ
カ
」

の
意
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
。
こ
れ
は
常
識
だ
と
思
う
が
、
念
の
た
め
に
若
干
の
用
例
を
示
し
て
お
こ
う
。

-
(
上
略
)

い
か
な
る
に
か
、
置
き
が
た
く
御
覧
ず
め
り
。

と
の
み
あ
る
は
、
何
の
を
か
し
き
ふ
し
も
な
き
を
、

-
忘
れ
わ
び
侍
り
て
、

(
『
源
氏
物
語
』
朝
顔
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

lω
・P
4
6
6
1
7
)

い
か
な
る
に
か
、
い
と

い
と
ど
罪
深
う
の
み
お
ぽ
え
侍
り
つ
る
慰
め
に
、
こ
の
月
ご
ろ
見
給
ふ
る
人
に
な
む
。

も
の
思
ひ
し
げ
き
さ
ま
に
て
、
世
に
あ
り
と
人
に
知
ら
れ
ん
こ
と
を
、
苦
し
げ
に
思
ひ
て
も
の
せ
ら
る
れ
ば

(
同
手
習
巻
/
同
|
附
・

P
3
0
0
)

-
「
い
か
な
る
に
か
、
心
地
の
例
な
ら
ず
お
ぽ
ゆ
る
L

と
の
た
ま
ふ
。

(
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
・

P
1
1
2
L
6
1
7
)

-
撫
子
の
御
人
と
い
ひ
し
人
は
、

ま
た
も
見
、
ず

い
か
な
る
に
か
、
「
見
っ
と
も
い
ふ
な
」
と
ち
か
は
せ
て
、

む
つ
ま
し
く
も
あ
り
し
を
、



な
り
に
し
。

(
『
は
な
だ
の
女
御
』
・

P
5
9
L
8
1
P
6
0
L
3
)

し
た
が
っ
て
、
「
い
か
な
る
に
」
で
文
を
不
自
然
に
切
断
し
て
し
ま
う
注
釈
書
一
(
『
全
集
』
/
『
注
釈
的
研
究
』
/
『
集
成
』
/
『
完
訳
』
)
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
い
か
な
る
に
か
」
を
「
ど
う
な
さ
い
ま
す
L

(

『
評
釈
』
/
『
新
註
』
)
「
さ
あ
、

ど
う
し
ま
す
」
(
上
田
『
新
釈
』
)
「
ど
う

な
ん
だ
ね
」
(
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)
「
ど
う
な
の
で
す
」
(
『
大
系
』
)
「
ど
う
な
の
で
あ
る
か
」
(
『
全
註
解
』
)
「
ど
う
し
て
」
(
『
対
照
』
)

な
ど
と
訳
す
諸
注
も
、
こ
の
点
に
お
い
て
す
べ
て
落
第
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
寸
ひ
と
も
の
ふ
ち
L

の
部
分
に
は
や
は
り
「
目
(
し
と
い
う
こ
と
ば
が
望
ま
れ
る
点
。
女
童
が
心
を
動
か
し
た
の
は
、
今

彼
女
ら
が
ひ
と
つ
で
も
多
く
手
に
入
れ
た
い
「
員
」
に
蔵
人
の
少
将
が
言
及
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
よ
っ
て
、
「
い
と
も
の
げ
ぢ
か

の
け
だ
ち
て
L

説
(
上
田
『
新
釈
』
)
、
「
ひ
と
も
の
い
ふ
ぞ
」
説
(
『
対
照
』
/
『
新
大
系
』
)
、
「
人
も
入
る
淵
L

説
(
『
全
訳
注
』
)

に
は
、
こ

く
L

説
(
『
評
釈
』
/
『
新
註
』
/
『
全
書
』
/
『
大
系
』
/
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
/
『
全
註
解
』
)
、
「
人
も
の
ぶ
る
」
説
(
『
新
講
』
)
、
「
い
と
も
の

の
基
準
か
ら
し
て
賛
同
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。
「
ひ
と
も
の
ふ
ち
」
の
本
文
に
寸
員
」
を
含
め
る
方
法
は
簡
単
だ
。
す
な
わ
ち
、
直
前
の
「
か
」

の
字
に
元
来
は
繰
り
返
し
符
号
寸
〉
」
が
接
続
し
て
い
た
の
だ
が
、
転
写
の
過
程
で
こ
れ
が
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
て
、
「
〉
」
H
「
か
」
を

寸
ひ
と
も
の
ふ
ち
L

の
頭
に
補
っ
て
や
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

さ
て
、

で
は
そ
の
「
か
ひ
と
も
の
ふ
ち
」
を
ど
う
料
理
す
る
の
か
。
「
か
ひ
L

は
「
日
〈
」
、
寸
と
も
」
は
接
尾
語
の
「
ど
も
」
、
「
の
」
は
格

助
詞
と
み
て
そ
れ
ぞ
れ
に
落
ち
着
く
け
れ
ど
も
、
問
題
は
残
さ
れ
た
「
ふ
ち
」
の
処
理
だ
。
素
直
に
読
め
ば
「
淵
L

だ
ろ
う
が
、
「
貝
ど
も

の
淵
」
で
か
り
に
何
ら
か
の
意
味
を
な
し
た
と
し
て
、

そ
れ
が
八
九
歳
の
女
童
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
通
じ
た
か
ど
う
か
(
『
注
釈
的
研
究
』
の

提
唱
す
る
「
淵
」
と
「
扶
持
」
と
の
掛
詞
説
に
つ
い
て
は
、
時
代
的
に
み
て
も
、

ま
た
、
語
法
的
見
地
か
ら
し
て
も
ま
っ
た
く
承
認
で
き

北
大
文
学
部
紀
要



『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

な
い
)
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
暫
定
案
と
し
て
、
「
ぬ
し
(
奴
志
)
L

↓
「
ふ
ち
(
婦
知
)
」
の
誤
写
を
想
定
し
、
こ
の
箇
所
の
原
形
を
「
ぬ
し
」
H

「
主
」
と
推
測
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
(
ち
な
み
に
、
参
観
八
本
の
字
母
は
、
高
松
宮
本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
・
広
島
大
学
本
・
久
遁
宮
本
・

島
原
本
・
榊
原
本
・
平
瀬
本
で
「
布
知
」
、
三
手
文
庫
本
で
「
不
知
L
)

。
「
主
」
と
は
す
な
わ
ち
「
持
ち
主
・
所
有
者
L

の
意
味
で
、

-
き
し
め
く
車
に
乗
り
で
あ
り
く
も
の
。
耳
も
聞
か
ぬ
に
や
あ
ら
む
と
、

い
と
に
く
し
。
わ
が
乗
り
た
る
は
、

そ
の
車
の
主
さ
へ
に
く

し

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
「
に
く
き
も
の
」
の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
3
5
)

も
と
の
香
は
隠
れ
て
、

な
つ
か
し
き
追
風
こ
と
に
折
り
な
し
が
ら
な
む
ま
さ
り
け
る
。

(
『
源
氏
物
語
』
匂
宮
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集
ー

ω・
P
2
1
)

-
花
盛
り
の
ほ
ど
、
二
条
院
の
桜
を
見
や
り
給
ふ
に
、
主
な
き
宿
の
ま
づ
思
ひ
や
ら
れ
給
へ
ば
、
「
心
や
す
く
や
」
な
ど
ひ
と
り
ご
ち
あ

ま
り
て
、
宮
の
御
も
と
に
参
り
給
へ
り
。

(
同
早
蕨
巻
/
同
・

P
3
5
7
)

な
ど
の
例
に
同
じ
と
考
え
た
い
。
こ
の
試
案
に
し
た
が
う
な
ら
、
傍
線
部
本
文
は
「
い
か
な
る
に
か
、
員
ど
も
の
主
」
と
な
り
、
「
ど
う
い

う
わ
け
か

(
奇
遇
な
こ
と
に
)
、
(
私
は
)
色
々
な
貝
の
持
ち
主
な
の
だ
よ
L

の
意
に
読
め
る
こ
と
に
な
る
。
女
童
に
は
少
将
の
こ
の
ひ
と

こ
と
が
効
い
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
と
て
ひ
と
つ
の
憶
説
に
過
ぎ
な
い
わ
け
だ
け
れ
ど
も
、
従
来
の
諸
説
に
比
べ
て
少
し
は
気
が

利
い
て
い
る
と
思
う
の
は
手
前
味
噌
だ
ろ
う
か
。

170 



四

十
四
五
ば
か
り
の
子
ど
も
見
え
て
、

い
と
若
く
き
び
は
な
る
か
ぎ
り
十
二
三
ば
か
り
、
あ
り
つ
る
童
の
や
う
な
る
子
ど
も
な
ど
し
て

こ
と
に
小
箱
に
入
れ
、
も
の
の
蓋
に
入
れ
な
ど
し
て
、
持
ち
ち
が
ひ
さ
わ
ぐ
中
に

(
P
7
6
L
3
1
8
)
 

蔵
人
の
少
将
は
、
寸
あ
ん
な
幼
い
子
を
頼
り
に
し
て
、
も
し
見
つ
け
ら
れ
で
も
し
た
ら
」
と
不
安
に
思
い
な
が
ら
も
、

さ
っ
そ
く
垣
間
見

を
は
じ
め
る
。
そ
の
彼
の
目
に
ま
ず
と
び
こ
ん
で
来
た
の
が
、
こ
の
光
景
だ
っ
た
。
が
、
こ
の
部
分
、
実
に
わ
か
り
に
く
く
、
諸
注
の
解

釈
も
錯
綜
し
て
い
る
。
通
説
で
は
本
文
を
「
子
ど
も
見
え
て
」
と
整
定
す
る
箇
所
ひ
と
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
ほ
か
に
「
子
と
も
見
え
て
」

説
(
『
大
系
』
)
、
「
事
も
見
え
で
L

説
(
『
新
註
』
/
上
田
『
新
釈
』
/
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
)
が
あ
り
、
さ
ら
に
〈
通
説
〉
の
理
解
に
し
て

も
、
そ
の
内
実
は
複
雑
に
分
岐
し
て
い
て
ま
る
で
収
拾
困
難
な
状
況
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
全
般
に
わ
た
る
諸
説
の
整

理
は
い
っ
さ
い
省
略
し
、
要
点
を
絞
っ
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

思
う
に
、
諸
注
の
蹟
き
は
ま
ず
、

は
じ
め
の
寸
十
四
五
ば
か
り
L

を
年
齢
と
解
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

す
で
に
十
四
五
歳
に
達
し
て
い
る
人
聞
を
寸
子
ど
も
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
、
当
時
の
社
会
通
念
と
し
て
普
通
に
は
考
え
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

-
女
の
盛
り
な
る
は

な
り
ぬ
れ
ば

紅
葉
の
下
葉
に
異
な
ら
ず

十
四
五
六
歳

二
十
三
四
と
か

ニ
十
四
五
に
し

北
大
文
学
部
紀
要



『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

(
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
/
新
潮
日
本
古
典
集
成
・
一
六
五
頁
)

と
い
っ
た
今
様
を
こ
と
さ
ら
引
く
ま
で
も
な
く
、
た
と
え
ば
、
『
貝
あ
は
せ
』
の
中
で
継
子
の
姫
君
の
年
ご
ろ
が
「
わ
づ
か
に
十
三
ば
か
り

に
や
」

(
P
7
7
L
2
)
と
記
さ
れ
て
い
る
、

そ
の
表
現
の
微
妙
な
意
味
あ
い
か
ら
だ
け
で
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ

つ
ま
り
、
子
供
と
大
人
の
標
準
的
な
境
目
が
、
当
時
お
よ
そ
十
三
歳
あ
た
り
に
あ
っ
た
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
に
喜
か
で
な
い
事

ろ〉フ。

実
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
十
四
五
ば
か
り
の
L

人
聞
を
称
し
て
「
童
」
と
い
い
、

ま
た
、
「
若
く
き
び
は
な
る
」
と
は
い
つ

て
も
、
「
子
ど
も
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
わ
け
だ
。
と
す
れ
ば
、
例
の
「
十
四
五
ば
か
り
」
は
年
齢
で
は
な
く
、
蔵
人
の
少
将

-172-

の
視
界
に
入
っ
た
寸
子
ど
も
」
の
総
人
数
を
表
し
て
い
る
、
と
考
え
る
よ
り
ほ
か
に
手
は
あ
る
ま
い
。
人
数
表
現
と
し
て
み
た
場
合
、
望

む
ら
く
は
「
十
四
五
人
ば
か
り
L

と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
を
い
う
な
ら
、
次
の
「
十
二
三
ば
か
り
L

も
ま
っ
た
く
の
同
罪
と
な

る
。
が
、
ほ
と
ん
ど
の
注
釈
書
が
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
人
数
と
解
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
が
正
し
い
判
断
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
「
十
四
五

ば
か
り
」
も
ま
た
人
数
を
表
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
に
な
ん
ら
支
障
は
な
い
は
ず
だ
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
、
傍
椋
部
本
文
の
処
理
の
し
か
た
。
こ
こ
に
も
従
来
、
例
「
し
て
、
こ
と
に
」
説
(
『
校
註
』
/
『
新
講
』
/
『
全
釈
』
/

『
対
照
』
/
『
集
成
』
/
『
新
大
系
』
)
、
例
「
し
て
、
手
ご
と
に
L

説
(
『
評
釈
』
/
『
全
書
』
/
『
大
系
』
/
『
全
集
』
/
『
注
釈
的
研
究
』
/
『
全
訳
注
』
/

『
完
訳
』
)
、

ω
「
と
、
手
ご
と
に
」
説
(
『
新
註
』
/
上
田
『
新
釈
』
/
佐
伯
・
藤
森
『
新
釈
』
/
『
全
註
解
』
)
が
あ
る
。
判
は
本
文
の
改
訂
を

避
け
る
立
場
で
あ
り
、
川
・

ωは
本
文
に
手
を
加
え
る
立
場
だ
が
、
中
で
強
い
て
採
る
と
す
れ
ば

ω説
、
つ
い
で
的
説
だ
ろ
う
(
例
説
は
、

現
行
本
文
に
対
す
る
愚
直
な
ま
で
の
忠
誠
が
災
い
し
た
不
自
然
き
わ
ま
り
な
い
処
置
と
し
か
評
せ
な
い
)
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
な
お
釈
然
と

し
な
の
は
、
「
し
て
L

ま
た
は
「
と
L

と
い
う
格
助
詞
が
当
該
文
脈
に
調
和
す
る
と
は
ど
う
し
て
も
思
わ
れ
な
い
点
だ
。
「
し
て
L

や
「
と
L



を
「
ー
と
い
っ
し
ょ
に
」
の
意
味
に
捉
え
る
と
し
て
、
そ
う
読
む
以
上
、
寸
い
と
若
く
き
び
は
な
る
か
ぎ
り
十
二
三
ば
か
り
」
と
「
あ
り
つ

る
童
の
や
う
な
る
子
ど
も
な
ど
し
と
は
別
個
の
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
に
払
拭
し
が
た
い
違
和
感
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。
私
見

に
よ
れ
ば
、
両
者
は
同
一
の
も
の
(
文
脈
上
か
ら
い
え
ば
、
寸
あ
り
つ
る
童
の
や
う
な
る
子
ど
も
な
ど
L

が
直
前
の
「
い
と
若
く
き
び
は
な

る
か
ぎ
り
十
二
三
ば
か
り
」
を
補
足
説
明
す
る
関
係
に
あ
る
)
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
応
急
処
置
と
し
て
は
、
「
し
て

こ
と
に
」
の
「
し
」
を
街
字
と
み
て
抹
消
し
、
本
文
を
寸
手
ご
と
に
」
と
改
訂
す
る
の
が
ベ
ス
ト
だ
。

お
よ
そ
一
行
分
相
当
の
ち
の
「
も

の
の
蓋
に
入
れ
な
ど
し
て
L

が
「
子
ど
も
な
ど
し
て
」
と
い
う
誤
謬
本
文
を
機
械
的
に
誘
発
し
た
、
す
な
わ
ち
目
移
り
に
よ
る
「
し
L

街
字
を
生
み
出
し
た
元
凶
で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
す
る
に
か
た
く
な
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
本
節
の
引
用
本
文
の
構
造
は
、

の

ー
い
と
若
く
き
び
は
な
る
か
ぎ
り
十
二
三
ば
か
り
」

。

十

四

五

ば

か

り

の

子

ど

も

見

え

て

上

下

手

ご

と

に

小

箱

に

入

れ

、

も

の

の

蓋

「
あ
り
つ
る
童
の
や
う
な
る
子
ど
も
な
ど

i
l
l
l
L
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に
入
れ
な
ど
し
て
、
持
ち
ち
が
ひ
さ
わ
ぐ
中
に

と
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
大
意
は
、

。
十
四
五
人
ほ
ど
の
子
供
た
ち
(
の
姿
)
が
見
え
て
、

(
そ
の
う
ち
の
)
と
て
も
若
く
て
年
端
も
ゆ
か
な
い
者
十
二
三
人
ほ
ど
、

(
そ
う
、

北
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『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

ち
ょ
う
ど
)
先
刻
の
女
童
の
よ
う
な
子
供
た
ち
な
ど
が
、
手
に
手
に
(
員
を
)
小
箱
に
入
れ
た
り
、
何
か
の
蓋
に
入
れ
た
り
し
て
、

持
つ
て
は
行
き
交
う
喧
騒
の
中
に

と
な
る
の
で
あ
る
。
寸
十
四
五
」
引
く
こ
と
の
「
十
二
三
」
を
、
姫
君
と
若
君
の
「
二
」
人
だ
と
み
る
な
ら
ば
、

ひ
と
ま
ず
は
帳
尻
が
あ
う

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

ゃ
を
ら
見
と
ほ
し
給
へ
ば
、

た
だ
同
じ
ほ
ど
な
る
若
き
人
ど
も
、
二
十
人
ば
か
り
さ
う
ぞ
き
て
、
格
子
あ
げ
そ
そ
く
め
り
。
こ
の
洲

浜
を
見
つ
け
て
、
「
あ
や
し
く
、
誰
が
し
た
る
ぞ
、
誰
が
し
た
る
ぞ
」
と
い
へ
ば
、
「
さ
る
べ
き
人
こ
そ
な
け
れ
L

「
思
ひ
得
つ
。
こ
れ
、

昨
日
の
仏
の
し
給
へ
る
な
め
り
」
「
あ
は
れ
に
お
は
し
け
る
か
な
」
と
よ
ろ
こ
び
さ
わ
ぐ
さ
ま
の
、

い
と
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
ば
、

と
を
か
し
く
て
見
ゐ
給
へ
り
と
や
。

(
P
8
9
L
8
1
P
9
0
L
8
)
 

一
篇
の
終
局
。
少
将
が
用
意
し
た
洲
浜
を
見
つ
け
て
狂
喜
乱
舞
す
る
「
若
き
人
ど
も
」
。
本
稿
最
後
に
し
て
最
大
の
問
題
点
は
、
こ
の
傍

線
部
本
文
で
あ
る
。
諸
注
は
こ
こ
に
、
「
若
い
少
女
達
」

(
『
評
釈
』
)
、
「
童
女
ら
」
(
『
新
註
』
)
、
「
女
童
達
(
た
ち
)
」
(
『
新
講
』
/
佐
伯
・
藤

森
『
新
釈
』
)
、
「
若
い
女
の
子
た
ち
」
(
上
田
『
新
釈
』
/
『
全
釈
』
/
『
対
照
』
)
、
「
少
女
た
ち

成
』
/
『
完
訳
』
)
、
「
若
い
年
の
程
の
人
た
ち
L

(

『
全
註
解
』
)
、
寸
女
の
子
た
ち
」
(
『
注
釈
的
研
究
』
)
、
「
若
い
人
た
ち
」
(
『
全
訳
注
』
)
と
い
っ

(
達
)
」
(
『
全
書
』
/
『
大
系
』
/
『
全
集
』
/
『
集
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た
訳
を
与
え
て
い
る
が
、
中
で
や
や
異
質
に
見
え
る
『
全
註
解
』
や
『
全
訳
注
』

に
し
た
と
こ
ろ
で
、

O
同
じ
年
の
頃
で
あ
る
唯
、
若
い
女
童
た
ち
だ
け
。

(
『
全
註
解
』
・
語
釈
文
法
)

八
九
歳
の
子
供
で
あ
ろ
う
。

O
員
合
せ
の
朝
、
童
た
ち
が
着
飾
っ
て
最
後
の
準
備
に
と
り
か
か
ろ
う
と
い
う
と
き
に
、
美
し
い
貝
を
い
っ
ぱ
い
授
け
ら
れ
た
の
を
見

つ
け
て
、
喜
び
に
わ
き
か
え
っ
て
い
る
。

(
『
全
訳
注
』
・
鑑
賞
)

と
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
す
べ
て
の
注
釈
書
が
「
若
き
人
ど
も
」
を
女
童
た
ち
の
意
に
解
し
て
い
る
わ
け
だ
。
が
、

問
題
は
そ
こ
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
主
人
に
仕
え
る
身
分
の
女
性
を
「
若
き
人
」
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
左
に
こ
れ
で
も
か
と
ば
か
り

に
あ
げ
た
用
例
が
物
語
る
と
お
り
「
若
い
女
房
」

の
意
味
に
し
か
な
ら
ず
、
「
女
童
L

を
指
す
こ
と
な
い
か
ら
で
あ
る
。

-
少
納
言
の
君
と
て
、

い
と
い
た
う
色
め
き
た
る
若
き
人
、
何
の
た
ど
り
も
な
く
、

ふ
た
と
こ
ろ
御
殿
ご
も
り
た
る
と
こ
ろ
へ
導
き
聞

え
て
け
り
。

(
『
思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
』
/
P
1
1
9
L
5
1
8
)

-
若
き
人
二
三
人
あ
る
は
、
世
に
め
で
ら
れ
給
ふ
御
あ
り
さ
ま
を
、

ゆ
か
し
き
も
の
に
思
ひ
聞
え
て
、
心
げ
さ
う
し
あ
へ
り
。

(
『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
3
5
5
)

・
大
殿
ご
も
る
と
て
、
右
近
を
御
脚
参
り
に
百
す
。
「
若
き
人
は
、
苦
し
と
て
む
つ
か
る
め
り
。
な
ほ
年
経
ぬ
る
ど
ち
こ
そ
、
心
か
は
し

て
む
つ
び
よ
か
り
け
れ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
人
々
忍
び
て
笑
ふ
。

(
同
玉
霊
巻
/
同

ω・
P
1
1
3
)

(
同
総
角
巻
/
同
ー

ω・
P
2
9
9
)

-
こ
の
君
の
御
供
な
る
人
、

い
つ
し
か
と
こ
こ
な
る
若
き
人
を
語
ら
ひ
寄
り
た
る
あ
り
け
り
。

北
大
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貝
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は
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』
覚
書

-
帳
の
内
に
入
り
給
ひ
ぬ
れ
ば
、
若
君
は
、
若
き
人
、
乳
母
な
ど
も
て
あ
そ
び
聞
ゅ
。

-
若
き
人
は
、

(
同
東
屋
巻
/
同
|
刷
・

P
3
7
1
8
)

い
と
ほ
の
か
に
見
奉
り
て
め
で
聞
え
、
す
ず
ろ
に
恋
ひ
奉
る
に
、
世
の
中
の
つ
つ
ま
し
さ
も
お
ぼ
え
ず
。

(
同
/
同
・

P
8
7
)

-
右
近
と
名
の
り
し
若
き
人
も
あ
り
。

(
同
浮
舟
巻
/
同
・

P
1
1
2
)

-
こ
の
宮
の
、

-
同
じ
ゃ
う
に
む
つ
ま
し
く
お
ぽ
い
た
る
若
き
人
の
、
心
ざ
ま
も
奥
な
か
ら
ぬ
を
語
ら
ひ
て

い
と
さ
わ
が
し
き
ま
で
色
に
お
は
す
れ
ば
、
心
ば
せ
あ
ら
ん
若
き
人
、
さ
ぶ
ら
ひ
に
く
げ
に
な
む
。 (

同
/
同
・

P
1
4
1
)

(
同
/
同
・

P
1
5
8
)

-176-

-
例
は
さ
し
も
も
て
は
や
さ
ぬ
を
、
若
き
人
出
だ
し
会
は
せ
て
、
も
の
な
ど
い
は
せ
て
、
忍
び
て
聞
く
に

(
『
夜
の
寝
覚
』
巻
一
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
7
3
)

・
「
あ
は
れ
、
あ
れ
が
身
に
て
だ
に
あ
ら
ば
や
。
何
ご
と
を
思
ふ
ら
む
L

と
、
若
き
人
は
め
で
ま
ど
ひ
て

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
一
/
日
本
古
典
全
書
|
上
・

P
1
9
5
)

-
小
宰
相
と
て
、
心
ば
へ
か
た
ち
な
ど
も
、

な
べ
て
の
若
き
人
よ
り
は
め
や
す
か
れ
ば

(
同
巻
三
/
同
下
・

P
9
7
)

な
お
、
同
じ
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
範
囲
で
い
う
な
ら
、

-
若
き
人
の
思
ひ
や
り
少
な
き
に
や
、
「
よ
き
折
あ
ら
ば
、
今
L

と
い
ふ
。

(
『
花
桜
折
る
中
将
』
/
P
4
1
L
7
1
P
4
2
L
1
)



な
ど
は
、

た
し
か
に
女
童
を
「
若
き
人
」
と
評
し
た
記
述
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
例
が
彼
女
の
「
身
分
L

や
「
職
掌
」
と
は
何

ら
関
わ
り
の
な
い
表
現
で
あ
っ
て
、
先
の
諸
例
と
ま
っ
た
く
次
元
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
、
気
に
な
る
と
い
え
ば
気
に
な
る
こ
と
が
も
う
ひ
と
つ
。
そ
れ
は
、
「
若
き
人
」
の
複
数
形
は
「
若
き
人
々
」
と
な
る
こ
と
が
圧

倒
的
に
多
い
点
で
あ
る
。
枚
挙
に
逗
が
な
い
の
で
、
今
は
『
堤
中
納
言
物
語
』

の
中
か
ら
そ
の
例
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

-
中
納
言
の
君
の
、
御
帳
の
う
ち
に
参
ら
せ
給
ひ
て
、
御
火
取
り
あ
ま
た
し
て
、
若
き
人
々

(
に
)
や
が
て
試
み
さ
せ
給
ひ
て

(
『
こ
の
つ
い
で
』
/
P
1
2
L
2
1
4
)

-
ま
た
、
若
き
人
々
二
三
人
ば
か
り
、
薄
色
の
裳
引
き
か
げ
つ
つ
ゐ
た
る
も
、

い
み
じ
う
せ
き
あ
へ
ぬ
げ
し
き
な
り
。

(同
/
P
2
4
L
6
1
P
2
5
L
1
)

-
若
き
人
々
は
お
ぢ
ま
ど
ひ
け
れ
ば
、
男
の
童
の
、
も
の
お
ぢ
せ
ず
い
ふ
か
ひ
な
き
を
召
し
寄
せ
て

(
『
虫
め
づ
る
姫
君
』
/
P
6
6
L
7
1
P
6
7
L
1
)

-
こ
れ
を
若
き
人
々
聞
き
て
、
(
中
略
)
と
て
、
兵
衛
と
い
ふ
人
、

(
中
略
)
な
ど

(
中
略
)
と
い
へ
ば
、
小
大
輔
と
い
ふ
人
、
笑
ひ
て
、

い
ひ
て
笑
へ
ば

(同
/
P
7
1
L
6
1
P
7
3
L
1
)

-
い
ふ
か
ひ
な
く
て
、
若
き
人
々
お
の
が
じ
し
心
憂
が
り
あ
へ
り
。

(同
/
P
9
4
L
1
1
2
)

-
中
納
言
、
中
宮
の
御
方
に
さ
し
の
ぞ
き
給
へ
れ
ば
、
若
き
人
々
心
地
よ
げ
に
う
ち
笑
ひ
つ
つ
、
「
い
み
じ
き
方
人
参
ら
せ
給
へ
り
。
ぁ

れ
を
こ
そ
L

な
ど
い
へ
ば

(
『
逢
坂
越
え
ぬ
権
中
納
言
』
/
P
9
4
L
3
1
7
)

-
中
納
言
ま
か
り
出
給
ふ
と
て
、
「
階
の
も
と
の
蓄
額
も
L

と
う
ち
語
じ
給
へ
る
を
、
若
き
人
々
は
、
飽
か
ず
し
た
ひ
ぬ
べ
く
め
で
聞
ゆ
。

北
大
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『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

(同
/
P
1
0
7
L
8
1
P
1
0
8
L
3
)

-
た
だ
つ
ね
に
候
ふ
侍
従
、
弁
な
ど
い
ふ
若
き
人
々
の
み
候
へ
ば

(
『
思
は
ぬ
方
に
と
ま
り
す
る
少
将
』
/
P
1
1
8
L
5
1
7
)

も
っ
と
も
、
当
面
の
傍
線
部
本
文
と
ま
っ
た
く
同
じ
く
、

-
若
き
人
ど
も
は
、
心
も
と
な
く
、

ひ
き
さ
げ
な
が
ら
い
そ
ぎ
来
て
ぞ
見
る
や
。

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
逸
文
「
松
の
木
立
高
き
と
こ
ろ
の
L

の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
3
4
2
)

-
若
き
人
ど
も
の
、
寸
わ
れ
劣
ら
じ
」
と
尽
く
し
た
る
装
束
か
た
ち
、
花
を
こ
き
ま
ぜ
た
る
錦
に
劣
ら
ず
見
え
わ
た
る
。

(
『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
1
6
0
)

(
同
筆
巻
/
同
・

P
1
9
9
)

-
南
の
町
も
通
し
て
は
る
ば
る
と
あ
れ
ば
、
あ
な
た
に
も
か
ゃ
う
の
若
き
人
ど
も
は
見
け
り
。

-
こ
こ
か
し
こ
の
若
き
人
ど
も
、

口
惜
し
う
さ
う
ざ
う
し
き
こ
と
に
思
ひ
て
、

い
ひ
な
や
ま
し
け
る
。

(
同
竹
河
巻
/
同
ー

ω・
P
5
8
)

-
か
た
ち
を
好
ま
せ
給
ひ
て
、
今
も
よ
き
若
き
人
ど
も
参
り
あ
つ
ま
り
て
、

め
で
た
く
あ
ら
ま
ほ
し
き
御
あ
り
さ
ま
な
り
。

(
『
栄
花
物
語
』
巻
第
三
十
一
・
殿
上
の
花
見
/
日
本
古
典
文
学
大
系
|
下
・

P
3
4
1
)

と
表
現
さ
れ
た
例
も
少
数
で
は
あ
る
が
確
実
に
存
在
す
る
の
で
、
「
若
き
人
ど
も
」
と
い
う
本
文
じ
た
い
は
正
当
な
も
の
と
し
て
い
ち
お
う
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認
め
て
お
い
て
よ
い
よ
う
だ
。
し
か
し
、

の
意
味
に
解
釈

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
本
文
に
拠
る
か
ぎ
り
、
こ
こ
が
「
若
い
女
房
た
ち
」

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
「
若
き
人
(
々
)
」
が
「
大
人
な
る
」
「
大
人
び
た
る
」
「
大
人
し
き
人
(
々
)
L

、
す
な
わ
ち
年
配
の
女
房
と
対
比
さ
れ

た
次
の
よ
う
な
用
例
、

-
ま
さ
な
き
こ
と
も
、
あ
や
し
き
こ
と
も
、
大
人
な
る
は
、

ま
の
も
な
ぐ
い
ひ
た
る
を
、
若
き
人
は
、

い
み
じ
う
か
た
は
ら
い
た
き
こ

と
に
消
え
入
り
た
る
こ
そ
、

さ
る
べ
き
こ
と
な
れ
。

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
「
ふ
と
心
劣
り
と
か
す
る
も
の
は
」
の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
3
6
)

-
若
き
人
の
あ
る
、
ま
づ
降
り
て
、
簾
う
ち
あ
ぐ
め
り
。
(
中
略
)

ま
た
、
大
人
び
た
る
人
い
ま
ひ
と
り
降
り
て
、
「
は
や
う
L

と
い
ふ

(
『
源
氏
物
語
』
宿
木
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
4
7
6
)

-
大
人
し
き
人
々
、
「
か
ゃ
う
の
さ
だ
過
ぎ
た
る
さ
ま
な
ど
に
て
は
、
さ
し
出
で
に
く
く
侍
り
。
よ
ろ
づ
の
人
に
た
だ
向
ひ
た
る
や
う
な

れ
ば
。
こ
の
若
き
人
々
だ
に
、
『
何
し
に
車
降
り
つ
ら
む
』
と
、

わ
び
ま
ど
ひ
け
り
」
と
聞
ゆ
れ
ば

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
三
/
日
本
古
典
全
書
l
下
・

P
1
1
3
)

-
若
き
人
々
い
み
じ
う
お
ぢ
さ
わ
ぐ
を
、
大
人
し
き
人
々
は
、
「
い
と
ど
さ
ば
か
り
も
の
恐
ろ
し
げ
に
お
ぼ
し
め
し
た
る
に
。
な
ど
か
う

も
の
ぐ
る
ほ
し
う
お
は
さ
う
ず
ら
む
。
(
中
略
)
」
と
い
へ
ば

(
同
巻
四
/
同
・

P
2
1
5
)

あ
る
い
は
ま
た
、
「
若
き
人
(
々
)
」
と
「
童
(
ベ
)
」
と
が
別
個
の
も
の
と
し
て
並
列
さ
れ
た
、

北
大
文
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守
貝
あ
は
せ
』
覚
書

-
童
べ
、
若
き
人
々
の
、
根
ご
め
に
吹
き
折
ら
れ
た
る
、
こ
こ
か
し
こ
に
取
り
あ
つ
め
、
起
こ
し
立
て
な
ど
す
る
を

(
三
巻
本
『
枕
草
子
』
「
野
分
の
ま
た
の
日
こ
そ
」
の
段
/
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
2
3
9
)

-
「
を
か
し
げ
な
る
女
子
ど
も
、
若
き
人
、
童
べ
な
ん
見
ゆ
る
し
と
い
ふ
。

(
『
源
氏
物
語
』
若
紫
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集
ー

ω・
P
2
7
5
)

-
斎
院
に
奉
り
給
ふ
女
房
十
二
人
、
こ
と
に
上
臆
に
は
あ
ら
ぬ
若
き
人
、
童
べ
な
ど
、

む
と
思
ひ
ま
う
く
る
も

お
の
が
じ
し
物
縫
ひ
化
粧
な
ど
し
つ
つ
、
物
見

(
同
若
菜
下
巻
/
同
ー

ω・
P
2
1
4
)

・
若
き
人
も
、
童
、
下
仕
へ
ま
で
、
す
ぐ
れ
た
る
を
選
り
と
と
の
へ
、
女
の
儀
式
よ
り
も
ま
ば
ゆ
く
と
と
の
へ
さ
せ
給
へ
り
。

(
同
匂
富
巻
/
同
ー

ω・
P
1
6
)

-
宿
直
姿
な
る
童
べ
、
若
き
人
々
な
ど
出
で
ゐ
た
る
姿
ど
も
、

い
づ
れ
と
な
く
を
か
し
げ
に
て

180 

(
『
狭
衣
物
語
』
巻
二
/
日
本
古
典
全
書
|
上
・

P
3
3
9
)

-
若
き
人
々
、
童
べ
な
ど
、
池
の
舟
に
乗
り
て
、
漕
ぎ
か
へ
り
て
遊
ぶ
を
、
御
覧
ず
る
な
り
け
り
。

(
同
/
同
・

P
3
5
9
)

な
ど
の
用
例
に
照
ら
せ
ば
、

よ
り
い
っ
そ
う
確
実
な
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
継
子
の
姫
君
の
住
む
西
の
対
に
は
そ
の
実
、
童
(
日
子
供
)

た
ち
と
は
別
に
若
い
女
房
連
中
が
何
と
二
十
人
も
仕
え
て
い
た
の
だ
!

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
「
若
き
人
ど
も
」
と
は
す
で
に
成
人
し
た
女

性
た
ち
で
あ
っ
て
、
金
輪
際
「
少
女
達
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
楽
園
」
(
神
田
龍
身
「
性
倒
錯
と
短

篇
物
語
|
|
『
貝
合
』
を
め
ぐ
っ
て
|
|
」
物
語
研
究
4
、
昭
五
八
・
四
)
、
寸
子
供
達
だ
け
の
世
界
」
(
伊
藤
守
幸
「
「
員
あ
は
せ
L

試
論
L

弘
前
大
学
国
語
国
文
学
8
、
昭
六
一
・
一
二
)
な
ど
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
『
貝
あ
は
せ
』
評
は
、
す
べ
て
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と



に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、

ど
う
だ
ろ
う
。
西
の
対
に
二
十
人
も
の
女
房
が
伺
候
し
て
い
た
形
跡
は
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
ど
こ
を
読
ん
で
も
う
か
が

か
り
に
そ
う
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
物
語
の
様
相
も
ず
い
ぶ
ん
と
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
は

う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、

ず
で
は
な
い
か
。
問
題
を
引
用
箇
所
に
限
定
し
て
み
て
も
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
無
邪
気
な
会
話
や
狂
騒
、
「
同
じ
ほ
ど
な
る
L

「
格
子
あ
げ

そ
そ
く
し
と
い
っ
た
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
や
は
り
「
少
女
達
」

の
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
明
ら
か
な
矛
盾
で
あ

る
。
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
解
消
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、

そ
の
解
決
策
は
た
だ
ひ
と
つ
し
か
な
い
、

と
思
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
文
を
改
訂
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現

行
の
「
わ
か
き
人

(
H
若
き
人
)
」
を
「
わ
ら
は
へ

(
H
童
べ
)
L

の
転
説
だ
と
考
え
る
の
だ
。
「
ら
(
良
)
」
↓
「
か

(
可
)
」
、
「
は
(
者
)
L

↓

「
き
(
支
)
L

、
「
へ

-181-

(
部
)
」
↓
「
人
」
の
誤
写
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
想
定
可
能
と
い
え
よ
う
(
ち
な
み
に
、
参
観
八
本
の
字
母
は
、
高
松
宮
本
・

宮
内
庁
書
陵
本
・
広
島
大
学
本
・
久
遁
宮
本
で
「
王
可
幾
人
L

、
島
原
本
・
榊
原
本
で
「
和
可
幾
人
」
、
平
瀬
本
・
二
一
手
文
庫
本
で
「
和
可

支
人
L
)

。
当
該
本
文
が
「
若
き
人
」
で
は
な
く
元
来
「
童
ベ
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
従
来
の
読
み
の
結
果
的
な
正
し
さ
を
保
証
す
る
の

み
な
ら
ず
、
先
に
軽
い
疑
問
を
呈
し
た
接
尾
語
「
ど
も
L

の
問
題
に
も
お
の
ず
と
納
得
が
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
「
童
べ
し
と
い
う
語
は
も
と

も
と
が
複
数
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
ば
で
あ
る
た
め
に
、
あ
え
て
複
数
形
を
と
る
こ
と
は
稀
な
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
の
場
合
は
、

-
童
べ
ど
も
御
階
の
も
と
に
寄
り
て
、
花
ど
も
奉
る
。

(
『
源
氏
物
語
』
胡
蝶
巻
/
日
本
古
典
文
学
全
集

ω・
P
1
6
4
)

・
大
な
る
く
そ
鳶
の
羽
折
れ
た
る
、
土
に
落
ち
て
ま
ど
ひ
ふ
た
め
く
を
、
童
べ
ど
も
寄
り
て
、
う
ち
殺
し
て
け
り
。

(
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
二

l
十
四
/
日
本
古
典
文
学
大
系
・

P
1
1
7
)

北
大
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『
貝
あ
は
せ
』
覚
書

-
こ
の
童
べ
ど
も
、
舟
底
に
寝
入
り
に
け
り
。
(
中
略
)
童
べ
ど
も
泣
く
泣
く
降
り
て
、
舟
つ
な
ぎ
て
見
れ
ば
、

い
か
に
も
人
な
し
。

(
同
巻
四
四
/
同
・

P
1
5
7
)

-
さ
が
な
き
童
べ
ど
も
の
仕
り
け
る
、
奇
怪
に
候
ふ
こ
と
な
り
。
(
『
徒
然
草
』
第
二
百
三
十
六
段
/
新
潮
日
本
古
典
集
成
・

P
2
4
6
)

な
ど
の
よ
う
に
、
「
童
べ
ど
も
L

と
し
か
表
現
の
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
の
結
論
は
こ
の
と
お
り
で
、
傍
線
部
本
文
を
含
む
一
文
は
結
局
、

。
た
だ
同
じ
ほ
ど
な
る
童
べ
ど
も
、
二
十
人
ば
か
り
さ
う
ぞ
き
て
、
格
子
あ
げ
そ
そ
く
め
り
。

と
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
が
、
も
し
も
こ
の
措
置
を
安
易
な
本
文
操
作
だ
と
指
弾
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
若
き
人
ど
も
」
の
も
つ
意
味

を
よ
く
よ
く
弁
え
た
う
え
で
反
駁
が
な
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

* 

『
貝
あ
は
せ
』
は
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
諸
篇
の
中
で
も
本
文
の
損
傷
箇
所
が
比
較
的
多
い
部
類
に
属
し
て
い
る
よ
う
だ
。
疑
わ
し
い
部

分
が
以
上
で
尽
き
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
し
、
本
稿
お
よ
び
前
稿
で
提
示
し
た
私
案
に
つ
い
て
も
な
お
吟
味
を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ

ぅ
。
引
き
つ
づ
き
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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